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鋳蘭夏胞子が寄主上で発芽，侵入するさい，appreSSOrium，penetration peg，Substomatalvesicle，infection  

hyphaの4器官より成る所謂infectionstructureを形成することは周知の事実である．しかしHuRD・ⅨARRERら（6）  

（1947）が禾本科植物に寄生するPuccinia丙6種の鋳菌夏胞子を供試して，infectionstructureに酷似する器官が  

人工培地でも形成されることを始めて明らかにして以来，海外では同様の報告が相次いでいる（12S・49）・なかでも  

FucHSら（1g58）がシ′．ステイン，ロイVン，グルタチオン等の添カロにより，infectionhyphaを3300pまでも伸長させ  

ることに成功している点は注目に佃しよう．   

筆者らも各種寒天培地を用い，雑菌汚染のない状態下で10－14日間にわたり，発芽管の伸長並びにinfection－tyPe  

structureを観察したので報告する．但し本実験は数年前に眉宇した関係上，上記FucHSらの培地が除外されている  

など，不備の点が残っているので，それらに関しては今後更に追試してみたい．なお，infectionstructureを構成す  

る前記4器官の名称はもともと寄主で観察される器官に．与えられたものであるから，形態的に極めて二類似していると  

いう理由のみを以て，寄主，人工培地上の両者を同一・祝することには若干の疑義もあろうが，前述研究者達の例にな  

らい本托でも，単に形態的のみの見地から一応このように取扱ったことを附記しておくl・  

実験材料および方法   

野外で採取したエソバク冠鋳病（Pれ以法涙α‘αれ刀別封厄CoRDA）およびスズメノチッポク鋳病（ぴγ－0刑・γCβざαJ坤β・・  

c〃㌢・壷SEYM．．）檻病薬を約5cmの長さに切り，80％・エタノールに約15秒間浸潰，数回殺蘭水で洗備後，殺菌濾紙には  

さんで水分をふきとり，ぺトリ皿に入れて底に水をはつたデレケ一夕一に納めた．200－250cの室温にエソバク柴は  

1－2日，スズメノチッポク菜は1日放置すると，汚染度のかなり低い夏胞子が胞子堆から粉状に噴出してくる・こ  

の胞子を，各種寒天培地をうすく塗布したスライドに払い落し，逆にした飽和湿度のぺトリ皿に納め，250cの定温  

器に保った．所定期間ビとに新しく．スライドを取出し観察したが，経時的観察にあたつてのスライド間の誤差をなる  

べく少なくするため，観察ずみ．のスライドでも雑蘭の混入しなかったものほ別に引続き観察して考察に資した 雑菌  

混入のスライドはそのつど除外していったが，供試スライドの大体5－7割は実験終了時まで完全に・汚染を免れた“  

但し袋胞子植付にあたり，前述のとおり菜を寒天薄膜上で軽くたたき落す方法をとった関係上，胞子鼠がスライドご  

とに不均一・となり，しかもその大部分が卿犬に落下し，発芽管も交無していたから，発芽管長測定にあたっては胞子  

塊より離れた胞子10コずつを選んだ．．   

供試培地（寒天2％）は次のとおりであるり   

Alエソバク冠誘病菌の場合  

1‖ 斉藤式稀薄常油 2馬鈴薯煎汁 3．、ぺプトン加用合成（ぺプトン1g，庶糖5g，KH2PO40小05g，Mg－   
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SO4・7H20002g，水100CC）4…Czapek 5．Richards 6巾 マンニトール（仝16％）7．葡萄糖（仝2％）8．キ  

ンロ－・ス（仝2％）9．．アラピノース（仝2％）10い糖，糖アルコール（マンニトール8％，葡萄糖01％，キン  

ロース0．1％，アラビノ－・ヌ0。1％）11アミノ酸（グルタミソ酸，アスパラギン酸，セ．リン，グリシン ，スレオニ  

ン，α十アラニン，γ－アミノ酪酸，バリソ，フェニ－・ルアヲニソ，リジン，グルタミンをそれぞれ15つ′／CCずつ）  

12〃10＋1113．．エソバク健全薬照汁（仝20％）14ル・エソバク冠鋳病屑病葉煎汁（仝20％）15。．ペプトン（仝  

ユ％）16．SHARPら（ゼラチン3％，ZnSO420L40ppm，pH6．2）17．HuRD・KARRERら（M／5MgSO42，．5cc，  

M／2NH4NO80…5c㌫：M／2Ca（NO8）21，5∝，M／5KH2PO41．．5cG，M／5K2HPO42．5比，0．5％クエン酸鉄0・5  

比，2％葡萄糖）18．養分無添加（標準，寒天2％のみ）6－12の培地は，木蘭夏胞子の成分含員（7）を考慮して処  

方した．   

B．スズメノチッポク務病菌の場合   

上記1－5，7，8，11，17，18のほか次の9種を加え19種類の培地を供試した．．  

1．マンニトール（仝2％）2．マンノーーヌ（仝2％）3果糖（仝2％）4い イタリアンライグラス煎汁（20％  

仝煎汁150CG，1％イースト削削■・40払，10％年脛煎汁15比，葡萄糖10g）5ヰ乳（市販牛乳の倍鼠稀釈液200∝，40％  

トマト汁液100cG，葡萄糖6g）6トマト汁液（40％トマト汁液100（氾，10％牛肝煎汁15C8，葡萄糖6g）7・馬鈴  

薯煎汁変法（20％馬鈴薯新里150∝，1％イ－・スト許汁鋼∝，10％牛肝煎汁15（㍊，葡萄糖6g）8・Czapek変法  

（Czapek液150cc，1％イ－ヌト煎汁40（尤，10％年肝新刊15cc，葡萄糖1・5g）9…Richards一ぺプトン加用合成  

（RichaIdsとぺプトン加用合成の等鼠混合）   

なお，4－7とHuRD－KARRER培地の場合には，寒天と7kを加えて仝二星300∝としてからユ000cの湿熟で3日間殺  

菌したものに，塩野義製薬ポボン液剤（ビタミンA，Bl，B2，B6，C，D2，ニコチン酸アミド，パントテノール，リ  

ジンを含む）0，．12（光を加え．，更に15分間LOOOcで殺菌し，加熱中に生じた沈澱物は濾過して除去した・・  

実 験 結 果   

1．各種培地上における発芽管の仲島   

前記処カの培地中15種（1・－14，18）を用いて：，10日間にわたりエソバク冠鋳病菌夏胞子の発芽管長凌測定した結  

果をみ．るのに（第1表），供試胞子数の過少によりスライド間の誤差が大きく現われたためか，発芽管長と培養経過  

第1表．エソバク冠鋳病菌受胎子の各積寒天培地における発芽管伸長（〃）  

培 蕃 経 過 日 数  
培 地種類  

2 1 5 1 4 1 5 1 る l‘7  

稀 薄 替 地  

馬 鈴 薯 煎 汁  

ペプトン加用合成  

Czapek  

RicbaIds  

三ユ≡l三言≡  

∴
 
 

ュ
 
 

マ こ／  一
4
2
1
フ
ァ
8
5
7
砧
4
0
 
 
 
5
 
1
 
1
 
5
 
5
 
2
 
 

嶋
 
8
5
 
0
0
9
5
 
0
8
砧
2
5
 
 
 
5
 
2
 
1
 
1
 
2
 
2
 
 

一
舶
1
9
1
2
0
1
4
0
5
5
 
 
 
4
 
1
 
2
 
1
 
4
 
2
 
 

軸
 
5
1
砧
4
2
一
■
 
払
 
 
 
5
 
1
 
2
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 

4
 
2
 
n
リ
 
ア
 
5
 
n
U
 
 

5
 
9
 
5
 
ノ
0
 
ノ
0
 
1
 
 

5
 
 
 
 
2
 
1
 
5
 
2
 
 

グ ル コ L－  ス  

キ ン ロ－ ヌ  

ア ラ ビ ノ－ ス  

糖，糖アルコ－ル  

ア  ミ  ノ  酸  
糖，糖アルコ」－ル，  

ノ  酸  

0
1
9
0
砧
 
 

4
 
5
 
5
 
 

5
 
0
 
4
 
 

∩
〕
 
8
 
1
 
 

4
 
5
 
5
 
 

′
0
 
8
 
ノ
0
 
 

5
 
0
 
0
 
5
 
4
 
5
 
 

8
 
5
 
5
 
 

9
 
∩
）
 
0
 
 

5
 
4
 
5
 
 

9
 
 
1
 
0
 

5
 
4
 
4
 
 

7
 
5
 
1
 
 

9
 
n
U
 
n
U
 
 

5
 
5
 
5
 
 

′
0
 
7
 
5
 
 

2
 
5
 
1
 
 

5
 
4
 
5
 
 

7
 
5
 
2
 
 

2
 
8
 
4
 
 

5
 
5
 
4
 
 

n
U
 
5
 
n
U
 
 

2
 
2
 
1
 
 

5
 
5
 
5
 
 

5
 
1
 
1
1
 
 

1
 
5
 
7
 
5
 
4
 
5
 
 

4
 
n
U
 
n
U
 
 

′
0
 
7
 
n
U
 
 

♯ 培養日数ごとの測定値の総和にもとづく．－ は寒天蒋股乾燥のため測定不能のもの．   
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日数との関係はかなり不斉－・紅なっているしかし，発芽管長が養分無添加培地で最大を示すことは明らかであり，  

また大体の傾向としては，馬鈴薯敵対がこれに次ぎ，葡萄糖，ぺプトン加用合成，エソバク健全乗煎子1■・，アミノ酸，  

エソバク膵病薬煎汁，およびCzapekではさらに．劣り，醤油，Richards，およびマンニトー・7レ，葡萄糖，キVロ－ヌ，  

アラピノー・ス添加のアミノ酸区等が最も不良のようである．マンニトー・ル培地はその添加鼠が16％であるから蓼透圧  

の影響も考えられるが，胞子中に存在することの判っている種々の糖掛ま2％添加したにすぎないにも拘わらず，葡  

萄糖以外のもの，なかでもキンロー・スは著しく伸長を阻害している．本報に掲げた諸表の結果のみでは，的確な経時  

的変化をつかみがたいが，これと平行して観潮ずみのスライドを用い，適官マー・クしておいた胞子に就いて観測を継  

続したところ，名培地とも大体1日で発芽管長ほ最大紅達し，それ以後は殆んど仲良しないようである．．   

次紅スズメノチッポク錬病菌についても馬鈴嬰煎汁を除く18種の培地を用いて同様の測定を14日間にわたって行な  

ったが，本菌の場合も，養分無添加区以上の発育を示す培地は皆無で，且つ1日後には同じく仲島を殆んど停止す  

る・ビタミン類添加の静響もあまノり認められ・ず，キンロ－・ス，果糖，醤油は著しく仲良を阻害した小 いま3－5日目  

までの発分無添加区に対する伸長指数を例示すると第2表のとおりである   

このように柿蒋常抽，キンロ・－ス寒天培地では発芽管の仲尾は著しく不良  

であったが，同一L濃度の液体培地では発芽率，発芽管長ともに兼溜水の‥場合  

と殆んど変りがなかった．従ってこその他の培地にみられる仲良阻害も，添加  

養分の本男的作用以外に．，なんらかの原因が存するのではあるまいかぃ   

2・・発芽経過に伴う発芽管内容物の消長   

両顔蘭とも供試培地で発芽開始後5時間位たつと，夏胞子内の橙卦色々索  

は発芽管のカへ移行しはじめる．発芽管の伸長につれて，色素は数コに分  

れ，発芽管内の所々に帯状となり，且つ概して先端に近ル、部分にその騒も多  

い・しかし発芽管の無色部にも内容物の充満しているのが明らかに認められ  

る・供試した殆んどの培地において，3－5日日頃まではこのような状態を  

続けるが，それ以後急速にノ槌色し，同時に無色の内容物も断片的に消失しは  

じめ（写頁C），発芽管全体の映像も関れてくる（写真A）．但し肉眼では，  

胞子塊における発芽後の槌色が判るだけで，その他の点では最後まで異状を  

認めない．筆者らほ従来，兼溜水に夏胞子を浮かべて発芽させた発芽管の  

matが10日位すると液状に溶解して全く消失して了うことを屡々槻察し，自  

己消化と推定していたが，寒天培地における上記の結果から類推すると，細  

菌汚染による分解現象であったものと考えられる、顕微鏡下で観察される，  

内容物の消失と発芽管のしばみを以て，－・応発芽管の自己消化段階と考え．る  

ならば，養分無蘭加培地のみでなく大抵の培地でほ3－－5日日頃から自己消  

第2表 スズメノチッポク鋳病菌夏  
胞子発芽管の伸長（〝）  

培地種類l仲良指数  
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化がはじまることとなるい これに対し，エソバク冠鋳病菌の稀薄醤油，スズメノチッポク鋳病菌の稀薄醤油，Riclla－  

Ⅰds，およびアミノ酸培地では約10日の比較的長期にわたって色素が存在しているから，これら培地は自己消化を遅  

延させるものと推定する（写真B）．   

3‖ 培地上におけるinfection structureの形成  

infection structureを榊察したHuRD・KARRERら（6），SITARPら（9）に準じた培地を含む18種類の培地を供試し，  

14日間にわたりエソバク冠紡病菌夏胞子におけるinfection structure形成の有無を概察した‖ その結果，3＝lンバク  

冠援病菌においては1％ぺプトン培地で3コ，HuRD－ⅨARRERらの培地で1コを鶴察したにすぎず（頻度は恐らく  

発芽胞子数千一数万のうち1コ程度），その他の培地では全く形成しなかった“しかもその形態はHuRD－KARRERら  

のatypicalbody（6）に相当するものばかり■で，infection hyphaの長さは25－48FLであった．   

次にスズメノチッポク妨病菌についても19種類の寒天培地を使用して同様釘観察を続けたが，木簡の場合はエソバ  

ク冠坊病菌とらがいかなり多数のinfection structureを種々の培地で形成した．なかでもぺプトン加用合成が最多  

で（発芽胞子数の約半分）（写央D），Czapek，Czapek変法，2％マンニトー）Z／，2％マンノ・－ス，1％ぺプトン，  

HuRD・KARRER培地等がこれに次ぎ，養分撫添加区にも稀にみられたが，RichaIds，2％キVロ－ス，Richards＋  

ぺプトン加用合成区には全く形成しなかった．木蘭のinfection structure は各培地とも，その大部分が典型的な形   
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第5衷 スズメノチッポゥ鋳病菌夏胞子の各種培地上におけるinfection hyphaの長さ（p）  

註：－はinfection structureを形成しなかった。   

態のものであった（写真E，F，G）．，但しinfectionstructureの形成は胞子の採取時期にも著しく左右されるよう  

で，スズメノチッポク鋳病菌の場合でも，例えば1959年6月7日に採取して漁らに供用した胞子がCzapek変法培地に・  

多数形成したにも拘わらず，6月21日採取のものには全くみられず，1960年5月24日採取の胞子がぺプトン加用合成  

に多数形成したに．対し，6月13日採取のものでは少なかったい   

所謂infectionstructureを構成するappressorium，penetIationpeg，Substomatalvesicle，infectionhyphaの  

4器官のうら，penetrationpegははっきりしない場合も少なくないが，他の3器官はそれぞれ形態的にはっきり分  

化していること多く，多くの鋳苗紅ついて寄主で概察されているものと類似しているのみでなく，培地上で観察され  

た既報のもの（3469）とも酢似している．発芽管の先端に形成されるappresSOriumは無色であるが，Substomatal  

vesicleは内部に橙葦の色素を比較的多く含み，その長径，短径はそれぞれ平均16，3，10・伽で，培地による差異も殆  

んどなく，多くの場合1－3コの隔膜らしいものが存在する．infectionhyphaはSubstomatalvesicleの一端（写其  

E，F），両端（仝G）から，稀には一機から2本（仝H），或いは側部から（仝Ⅰ）伸長し，枝分れも生じ（仝K）・  

且つその大部分が故状形態を呈するとともに，橙其色素と無色の内容物が交互に牒状となっている（仝D，F）・稀  

にはinfectionhyphaの先端が丸く膨れそこから更に閣糸を仲良し｛：いるが（写臥T），haustoriumらしいものは  

形成しない．色素，内容物は各培地とも発芽管内容物の消失する9日目でもなお明らかに存在するが（写貰L）・14  

日日には殆んど消失する．．ぺプfン加用合成および葡萄糖培地では3日，他の培地では2日以内にinfectionhypha  

の長さは最大に達し，それ以後は9日日になつても変化がない．その長さの平均値はペプトン加用合成のとき最大  

で，最大佃は380FLを示した他の培地間には長さの差があまりなく，また，infectionstructureの形成は24時間以内  

に始まるようである．．  

考  察   

ェンバク冠鋳病菌およびスズメノチッポゥ坊病菌夏胞子は，蒸溜水に浮かべるだけで極めで良好な発芽を示し，発  

芽管長も24時間後には約500〝に達するが，・その後は殆んど仲良しないことを従来筆者らは観察していた・兼溜水上に  

おける発芽管仲良は勿論，胞子内の貯蔵物質のみに依存せわばならないわけであるが，本実験結果からして，たとえ  

各種栄養源，ビタミン類添加の寒天培地上でも無添加培地以上に・発芽管を仲良するものではないことが明らかとなり，  

栄養物の添加はむしろ阻害的傾向すら示した．この点では同じく鋸歯についてのGoTTlIEBら（5）の結論と－・致してお  

り，大石ら（2）もタマネギ露菌病臨￥で同様のことを報じている・しかも両供試蘭とも栄養物の有無にかかわりなく，発  

芽管伸長は1日で停止し，それ以後10－14日に至っても仲良の跡が殆んどうかがえない」エソバク冠銃病菌夏胞子は  

約16％の多琉のマンニトールのはか葡萄糖，キンロ、－ス，アラピノーース，および10種以上のアミノ酸を遊離の状態で  

含有しているので（7），これらの物質をもー応添加してみたが，外部からの添加では仲島増大の効果を示さない・SHtJ  

ら（】0）は麦黒鋳病菌夏胞子が，添加した糖，糖アルコーー・ル，脂肪酸，アミノ酸を分解してCO2を放出することを，放  

射性同位元素により証明している添加栄養物が吸収，利用されても，それが合成エネルギ－として仇かない限り，  

発芽管の仲良増大はおこるまいから，本実験結果を以て薗が添加養分を吸収，利用しない論拠にすることはできない  

が，少なくともこの種の栄養源では仲島増大の片鱗すら示さないという事共は，純寄生歯としての特殊性を今更なが   
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ら痛感させられる・しかし，発芽管内の色素，内容物の消失を以て一応白己消化のindicatoIとすれば，エソバク冠  

顔病菌では稀薄醤油，スズメノチッポ夕顔病菌では稀静醤油，Rich狙ds，アミノ酸培地において数日間自己消化が遅  

延したこととなるから，上記SHUらの実験結果をも併せ考え．ると，これら添加物貿も椎持エネルギ－・源としては多  

少利用されているように．も考えられる‖   

HuRD－KARRERらく6）はP払∝査扁α都触感壷ゞf㌢ま才査d，f＼才パわc壱抑α，P．d去s♪βγSα，P．co7・〃〝αgα，P．如γde査，P．．  

1ざOrghiの6樫坊蘭賓胞子が寒天培地上で，稀にではあるが，infection structure酷似の器官を形成すると報じ，且っ  

これら6程顔蔚のinfectionstructureが寄主で示す多少ずつの形態的差異は，培地上でも同様に認められる等の理  

由から，寒天培地上の該器屈も真のinfection stIuCtureであると考えた次いでSHARPら（9）はZnSO4・添加のゼラ  

チン培地ではP．coronata avenae夏胞子の約40％がinfection structureを形成し，ZnSO4の最適渋皮は培地pHに  

左右されるとし，EMGE（3）もP，g㌢・α椚勃融．s′γよf査（fの木器官形成に．及ぼす温度と光線の諺響を論じた・本実験において  

も上記HuRD－KARRER，SHARPらの培地をも含む各種の寒天培地を用いて，その形成を追求したのであるが，lエン  

バグ鋸歯では全培地を通じ4コを衡察したにすぎず，Sf払RPらの結果とは相反した‖ 但しS上組RPらはゼラチン培地  

を用いているのであるが，筆者らが作製した同一処方の培地は充分に．固まらなかった関係上寒天をも更に追加したの  

で，或いはその差異に基くものかもしれない巾 これに．反しスズメノチッポゥ鋳病菌は，ぺプトン加用合成培地で発芽  

胞子の約半数がinfection structureを形成したはか，その他の多数培地でも大なり小なり形成し，しかもその大部分  

は典型的な形態のものであった．しかしinfection hyphaの仲島も2－3日で停止し，haustorium の形成もおこら  

ず，唯栄養分添加区では発芽管の場合と同じく，内容物の消失が数日間遅延するにすぎない．infection bypbaの最  

大僻は380〃で，HuRD・ⅩARRERらの31紬とはぼ－・致した‖ しかしfucHSら（4）は最近，PぴCCさ〝よαgγα∽去扁sゎ壷仏力に  

おいてレスティン，ロイVン，グルタチオン添加培地で，3300pもの長さのinfection hyphaを観察している．．本報  

薯の培地にはこれら3物貿はいずれも含まれていないので，この点更に追試の必要を感じている・   

いずれにしても，従来の記録に比べて発芽管或いはinfection hyphaが多少でも良く仲良しうる培地を探究するこ  

とは，鋸歯の人工培蕃法に探りを入れる一手段であろうが，それ紅は発芽管よりもinLection hyphaに壷点をおくべ  

きであることは，寄主における菌の侵入，伸展過程からも推測されるから，その憲味でもFucIiSらの業掛ま前途に  

一腰の望みを与えるものではあるまいか…  

摘  要   

1．．．エソバク冠播病菌（凸拍よ形オαCα＝〃れわねCoRDA）およびスズメノチッポゥ鋳病菌（〝ァ〃研。γぐ♂．ざαわβ♂C〝㌢言  

SEYM．）の夏胞子を，養分添加の各粒寒天薄膜上に接種して，10－14日紅わたり発芽管伸長および形態的変化を追究  

した．   

2．各培地とも両菌発芽管の伸長は24時間までに殆んど停止し，発芽管長は養分無添加培地のとき最大である…   

3．．発芽管内の色瀦および無色内容物は，両儲とも普通5E＝］までに消失するが，エソバク冠鋳病菌では稀薄醤  

油，スズメノダッポク鋲病菌では稀薄醤油，Ric王1aI－ds，およびアミノ酸培地のとき数日間その消失が遅延する．   

4。スズメノチッポゥ鋳病菌は多くの培地でinfection structureを形成し，特にペプトン加用合成培地のとき最も  

多く，最長のinfection hyphaは380lLであるlその仲良は2－3日で停止するが，色素および無色内容物は発芽管内  

容物の消失後も数日間は存在する．しかし，haustoriumは形成しない＝・叫・方エソバク冠横柄薗はinfection structure  

を，1％ぺプトン培地で3コ，HuRD－ⅩARRERら培地で1コ形成したにすぎない，  
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R畠s u m畠   

（1）Uredospores of Puccinia coronata CoRDA and UYOmyCeS alo♪eCuTiSEYMh WeZe dusted on agar・film  

COntaining chemicals and nutrients andincubated at25OC… The observation upon the germ－tubes elongation  

and their morphological change was continued from ten to fourteen days without contamination of otheI 

organisms 

【2）Tn both fungi，the elongation of germ・tubes stops about 24 hours after the spoIeS Were SOWn On  

agar platesいThe meanlength o董themislargest on water agar．On most media the orange－yellow pigment  

and the colourless contents of germ－tubes disappear aboutin董ive days．．But the disappeaIanCeis post－  

poned by severaldays on Soy mediain P．coronata，and on Soy，Richards，amino acids mediain U．  

αわ♪βC狛わ 

（3）The uredospores of U。aloPecurifoIm manyinfection・type StruCtureS On many kinds of media，and  

the greatest number of them occurs on peptone－Salts agar＼．Thelongestinfection hypha was about 380JJ 

Althoughits elongation stops from two to thIee days afterinoculation，the oIange・yellow plgment and  

colouIless contents are yet observed for severaldays a董ter those of germ・tubes had disappeared．On the  

other hand，the董ormation ofinfectionstructuresin PrCOrOnata WaS VeryIare．In both funglnO tendency  

toproduce haustorium・1ike structures was observed・   
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A．ぴ αJo♪♂C〟γよ，養分無添加4日目（発芽管内容物消失の状態） B．ぴ．αJl．，Richards4 日冒   

（発芽管内容が充実） C・PいC0㌢0乃αJα，馬鈴薯煎H5日目（無色内容物のちぎれ） Dりぴい〃J，   

ぺプトン加用合成3日目  Eぴ…αJ」，マンニトール4日目  F．び小αJ．ぺプトン加用合成2日目  

a・発芽管  b・appreSSOrium c substomatalvesicle dinfection hypha e小変胞子  
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G こJαJ，ぺプトン加用合成2日目 ‡L ぴ．α／，マンニトール2日目 Ⅰ・ぴ＝‘〟‥ ぺプト   

ン加用合成2日目 丁ぴ．αJ，マン・ニトール2日目  臥 びαJ，ぺプトン加用合成4日目   

Lぴ．．αJ‖，ぺプトン加用合成4日目   
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